
腎臓グループ 

 

所属メンバー 

・佐々木 聡 （講師、昭和 61 年卒） 

・伊東 広臨 （大学院生、平成 12 年卒） 

・岡本 孝之 （大学院生、平成 12 年卒） 

 

 

 

外来患者数    887 人/年 

入院患者数     40 人/年 

 

 

関連病院腎臓外来 道内 11 カ所 

腎生検診断 49 例/年 

腎不全(保存期、透析患者)•移植関連患者 (移植後含) 20 例/年 

 

 

研究内容 

・全国多施設研究による小児難治性腎疾患 (ネフローゼ症候群、IgA 腎症、ループス腎炎)

の治療法開発 

・小児保存期腎不全管理と腎移植治療 

・ネフローゼ症候群•糸球体硬化の進展機序解明と治療法開発に関する基礎的研究 

・尿細管間質障害発症•進展機序解明に関する基礎的研究 

 

 

競合的外部資金 

・厚生労働省科学研究費補助金 (佐々木、研究協力者) 

・日本学術振興会科学研究費補助金 (佐々木、主任研究者) 

 

 

 

 

 

 

 



論文・著書など 

 

1. Morita K, Iwami D, Hotta K, Shimoda N, Miura M, Watarai Y, Hoshii S, Obikane K, 

Nakashima T, Sasaki S and Nonomura K: Pediatric kidney transplantation is safe 

and available for patients with urological anomalies as well as those with primary 

renal diseases. Pediatr Transplant 13: 200-205, 2008 

2. Ishikura K, Ikeda M, Hattori S, Yoshikawa N, Sasaki S, Iijima K, Nakanishi K, Yata 

N and Honda M: Effective and safe treatment with cyclosporine in nephrotic 

children: a prospective, randomized multicenter trial. Kidney Int 73: 1167-73, 

2008 

 

 

学会発表 

 

1. Shima Y, Nakanishi K, Togawa H, Obana N, Nozu K, Tanaka R, Sasaki S, Iijima K and  

Yoshikawa N: Disappearance of glomerular IgA deposits in severe childhood IgA 

nephropathy after 2-yr combination/prednisolone therapy. 41st Annual Meeting of 

the American Society of Nephrology, Philadelphia, 2008 

2. Ishikura K, Hattori S, Yoshikawa N, Sasaki S, Iijima K, Nakanishi K, Yata N and 

Honda M for Japanese Study Group of Renal Disease in Children: Effective and safe 

treatment with Neoral in children with frequently-relapsing nephrotic syndrome. 

A prospective, multicenter trial. 41st Annual Meeting of the American Society of 

Nephrology, Philadelphia, 2008 

3. 伊東広臨、佐々木聡、中島泰志、田島敏広: WT1 遺伝子スプライス部変異による腎症の

多様性を示す 1例. 第 111 回日本小児科学会、東京都、2008 

4. 島 友子、中西浩一、戸川寛子、尾鼻美奈、野津寛大、田中亮二郎、佐々木聡、飯島一

誠、吉川徳茂: IgA 沈着が消失した重症型 IgA 腎症 26 例の検討. 第 43 回日本小児腎臓

病学会、福岡市、2008 

5. 田中百合子、佐々木聡、吉川徳茂、服部新三郎、石倉健司、本田雅敬: 小児期発症全身

性エリテマトーデス(SLE)について. 第 43 回日本小児腎臓病学会、福岡市、2008 

6. 中島泰志、佐々木聡、伊東広臨、有賀 正: 重症全身性ループスエリテマトーデス若年

症例における低用量シクロフォスファミド療法(EURO-Lupus)による寛解導入. 第 43 回

日本小児腎臓病学会、福岡市、2008 

7. 伊東広臨、佐々木聡、岡本孝之、椿 淳子、澤田信之、蝦名康彦、首藤聡子、杉山英智、

有賀 正: 両側閉塞性水腎症と腎機能低下を合併した巨大卵巣嚢腫の一例. 第 60 回北

日本小児科学会、秋田市、2008 



8. 伊東広臨、岡本孝之、佐々木聡、有賀 正: 低用量シクロフォスファミドパルス療法に 

より寛解導入を行った小児期発症ループス腎炎 2 例の臨床経過. 第 59 回北海道臨床腎

臓研究会、札幌市、2008 

 

 

講演 

 

1. 佐々木聡: 学校検尿と思春期の腎疾患. 第 3 回日本小児科学会思春期医学講習会、札幌

市、2008 

2. 佐々木聡: ネフローゼ症候群の原因と治療-基礎と臨床のリンク. 千歳恵庭小児科学術

講演会、千歳市、2008 

3. 佐々木聡: 小児ネフローゼ症候群の臨床－これまでの思い込みとこれからの方向性－.

第 3回四国腎疾患談話会、徳島市、2009 

 

 

学会活動（委員会委員など） 

 

日本小児腎臓病学会評議員•総務委員(佐々木聡) 

小児難治性腎疾患治療研究会北海道地区世話人(佐々木聡) 

北海道小児腎臓病研究会会長 (佐々木聡) 

北海道臨床腎臓研究会幹事 (佐々木聡) 

北海道腎フォーラム幹事 (佐々木聡) 

 


